
令和８年度第１回札幌方面南警察署協議会議事概要 

１　開催日時 

　　令和８年６月26日（金）午後１時30分から午後２時30分までの間 

 

２　開催場所 

　　札幌方面南警察署２階道場 

                             

３　出席者　                                 

  ⑴　協議会委員　7人（定員10人） 

　　　石川康夫、藤木康仁、芦田由美子、久門修、高谷由美子、柏崎奈緒美、谷平順子 

     

  ⑵　警察署員　６人 

　　・　署長　　　　　　　 野原　寿永 

　　・　副署長　　　　　　 濱谷　将光 

  　・　刑事・生活安全官　 神成　清志　 

　　・　地域官　　　　　 　横田　　哲  

    ・　交通官　　　　　　 佐々木　智                     

    ・　警務課長　　　　　 米田　豊                      　   

    　

 

４　協議会進行 

　⑴　各委員挨拶 

　⑵　署長挨拶 

   ⑶　警察幹部挨拶

   ⑷　議事進行

 　⑸　次回の諮問事項

 

５　議題 

　⑴　特殊詐欺発生状況、特殊詐欺の手口（刑生官による説明） 

　　ア　特殊詐欺発生状況情勢 

　　イ　特殊詐欺の手口について 

 　　　(ｱ) 特殊詐欺とは

 　　　(ｲ) 特殊詐の手口の変更について

 　　　　・ニセ警察官詐欺について

 　　　　・ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺について

 　　　　・発生が多い手口の紹介

 　　　　　預貯金詐欺、キャッシュカード詐欺盗について

 　(2)　質疑応答

 

６　質疑応答 

　　委員～真駒内交番はいつ行っても不在で、落とし物を届けに行った際、交番内の電

　　　　　話をかけたところ、「また来て下さい」と言われた。 

　　回答～まず、「真駒内交番はいつ行っても不在」とのことですが、南警察署には14

　　　　の交番があり、そのうち、南区には８か所交番が所在しますが、現在、組織と

　　　　して人員の面に大きな問題があり、全ての交番で定員を満たしておらず、なん

　　　　とかやりくりしているという現状にあります。 

　　　　　このような中、全国的に警察官が襲撃されるという事案を受け、可能な限り

　　　　複数で勤務をさせることを警察庁から求められているという状況にもありま　



　　　　す。 

　　　　　昔は、単独で勤務させるなど、交番・駐在所に分散配置をしている状況にあ

　　　　りましたが、拳銃奪取事案もあり、なるべく集約して複数体制にするなど、警

　　　　察官の安全を確保する必要が出てきております。 

　　　　　このような観点から、真駒内交番だけでなく、不在となる交番があることを

　　　　ご理解いただきたいと考えております。 

　　　　　また、「交番内の電話をかけたところ「また来て下さい」」と言われたとの

　　　　ことに関しましては、対応した職員の説明不足があるようですので、この点は

　　　　謝罪させていただきます。 

　　　　　職員を複数体制にしている関係で、事件・事故の取扱いをしている場合、交

　　　　番に来られた方を長時間、お待たせすることとなるため、交番で対応させてい

　　　　ただくには、時間がかかる場合、後日対応させていただいているのが現状でご

　　　　ざいます。何卒、ご理解をお願いいたします。 

　　委員～低学年の子供（保育園・幼稚園、小学校低学年）向けの交通安全啓発活動の

　　　　予定はありますか。 

　　回答～啓発の依頼に対して可能な限り対応しています。 

　　　　　先日（６月23日）も保育園において交通安全教室を実施しています。 

　　　　　今後の予定としては、夏休み中に小学校や児童会館の３か所で自転車教室を

　　　　実施予定です。 

　　委員～自転車の交通ルールが変わって、車と歩道のわずかのスペースの通行が増え

　　　　て、自分でも車の運転中に危険を感じ、より注意するようになりました。 

　　回答～自転車運転手の意識の変化が、車の運転手の意識も変えることにつながり、

　　　　交通事故が減少することを期待しています。 

　　委員～横断歩道を渡るとき、歩行者が携帯電話をかけながらゆっくりと渡るのが気

　　　　になります。信号もすぐに変わってしまう。 

　　回答～横断歩道は歩行者優先とはいえ、交通の安全と円滑を図るために歩行者のマ

　　　　ナーの向上も必要となります。 

　　　　　現在、推進しているハンドサインでストップ運動により、車両運転手と歩行

　　　　者双方の意思疎通を図ることで歩行者のマナーの向上につなげていきたいと考

　　　　えております。 

　　委員～自転車のルールが変わったことについて、周知徹底を図るために、ミニルー

　　　　ルブックを中学校、高校に配布するとか、スーパーのトイレに具体的なイラス

　　　　トポスターを貼るとかしてみてはどうか。 

　　回答～高校における交通安全教室の実施やチラシを配布しているほか、イオン等の

　　　　商業施設におけるポスターの掲示等をしています。 

　　　　　また、自転車ルール改正の定着を図るため、６月中にイオン藻岩店前や地下

　　　　鉄真駒内駅前、澄川駅前などで自転車運転手に対する啓発を複数回実施してい

　　　　るほか、昨日（６月25日）は『無事故の日』であったこともあり、南警察署管

　　　　内の５か所において一斉啓発を実施しています。 

　　委員～真駒内交番横第一公園前の道は、朝、抜け道としてスピードを出して通り過

　　　　ぎる車が何台もいてタクシーも含まれている。先日危うく小学２年生がひかれ

　　　　そうになった。またパトカーで取締りをしてほしい。 

　　回答～最近は同所交差点の取締りを実施していていませんが、今後、計画的に実施

　　　　していきます。 

　　委員～信号機や標識が木の葉で見づらくなっている場所があります（藤の沢小学校

　　　　付近）。対策をお願いします。 

　　回答～同所については、道路管理者に要請し対応中となります。 

　　　　　今後も、信号機等の視認性が悪くなっている箇所があれば情報提供願います。 

　　委員～特殊詐欺の被害に遭う人にかかってくる電話は、犯人が事前に調べてかけて

　　　　きているのでしょうか。 



　　回答～名簿が流出しているのではないかと言われていますが、名簿を持っている人

　　　　間の検挙に至っていないので名簿の出所がわからないのが実態です。実際に実

　　　　行役を捕まえても上から指示された所へ行くだけなので、どの名簿をもとに犯

　　　　行に及んでいるのか分からない状況です。 

　　　　  しかし、電話帳、いわゆるハローページ等があったように、従来から戸建て

　　　　の家に住み固定電話がある人は電話帳に記載されていることがあり、それらを

　　　　もとに犯人が電話をかけると言う手口はあります。 

　　　　　また、投資詐欺にあった被害者の中に、古くから野村証券で投資をしていた

　　　　方が、証券をやりとりする専用のアプリで偽サイトに誘うバナーをクリックし

　　　　てしまい、詐欺被害に遭ったというケースもあります。 

　　委員～南署管内で南区役所や札幌市の職員を騙った手口での特殊詐欺被害は起きて

　　　　いますか。 

　　回答～還付金詐欺の手口として、必ず被害者の住む自治体の職員を騙る手口はあり

　　　　ます。そういった詐欺が発生した場合は防犯メールや報道発表などで注意喚起

　　　　を行っています。 

　　委員～熊対策について、市として24時間対応できない中で警察の存在は大変心強い

　　　　です。また、熊の駆除に当たる機動隊のライフル部隊もいざというときの心の

　　　　保険として安心できるので今後もよろしくお願いします。 

　　回答～機動隊のライフル部隊は最後の綱という捉え方をしています。第一にハンタ

　　　　ーが出動して対応出来るのであれば通常の駆除という形を取ります。第二の手

　　　　段として緊急銃猟による市町村の判断で駆除します。三番目に来るのが現場の

　　　　警察官の指示でハンターが撃つというやり方があります。最後、機動隊がライ

　　　　フルで駆除する場合は現場にハンターがいない場合に行います。現在、ハンタ

　　　　ーがすぐ来てくれる状況である南署管内は、機動隊の出動はあまり考えられま

　　　　せんが、熊が出た場合は警察官が現場へ行き、南区とタイアップして対応しま

　　　　すので今後ともよろしくお願いします。 

 

７　次回の諮問事項 

 　　熊対策について

 

                                                                            

 


